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Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
に
取
り
組
む
金
沢
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ケ
ー
ネ
ツ
ト
知
楽
市
」
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

の
プ
ロ
グ
を
活
用
し
、
町
会
レ
ベ
ル
の
地
域
情
報
を
公
開

・
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
四
月
か
ら
本
格
稼

働
さ
せ
る
。

（
田
嶋
豊
）

ど
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参

知
楽
市
は
、
金
沢
市
千

坂
校
下
町
会
連
合
会
が
試

験
導
入
し
て
い
る
シ
ス
テ

ム
の

一
つ

「
電
子
町
会
ブ

ロ
グ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を

市
内
町
会
に
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
防
犯
防
災
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
介
護
分
野
な
ど
の

分
野
ご
と
に
ス
テ
ー
シ

ョ

ン
開
設
を
呼
び
掛
け
る
。

そ
の
上
で
こ
れ
ら
を

つ
な

ぐ
窓
口

「電
子
町
会
プ

ロ

グ
ポ
ー
タ
ル
」
を
構
築
す

る
方
針
。
金
沢
市
は
町
会

活
動
の
活
性
化
や
防
災
な

ど
に
役
立
つ
と
期
待
し
、

三
〇

一
二
年
度
予
算
案
に

支
援
費
三
十
万
円
を
計
上

す
る
。

電
子
町
会
プ
ロ
グ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
回
覧
板
で

伝
え
て
い
る
お
知
ら
せ
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
電
子
化

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
上

で
見
せ
る
。
即
時
性
の
ほ

か
、
必
要
な
時
に
過
去
の

情
報
を
探
し
出
す
こ
と
も

で
き
る
。
小
規
模
商
店
が

地
域
の
顧
客
に

「特
売
情

報
」
を
配
信
で
き
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

二
十
三
町
会
で
構
成
す

る
千
坂
町
の
連
合
会
は
昨

年
十

一
月
か
ら
導
入
。
各

町
会
や
公
民
館
、
学
校
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
な

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
や
お
知
ら
せ
な
ど
を

掲
載
す
る
。
連
合
会
の
西

田
稔
会
長
は

「
最
近
は
町

会
の
動
き
が
住
民
ま
で
浸

透
し
に
く
く
な
っ
た
が
、

シ
ス
テ
ム
導
入
で
発
信
力

が
高
ま

っ
た
」
と
好
感
。

一
日
五
十
件
余
の
ア
ク
セ

ス
が
あ
る
と
い
い
、
四
月

か
ら
約

二
千
八
百
世
帯
す

べ
て
に
周
知
し
て
閲
覧
を

呼
び
掛
け
る
。

若
い
世
代
に
町
会
活
動

へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
も

目
指
し
、
知
楽
市
の
高
本

芳
昭
専
務
理
事
ら
は

「
若

者
に
と

っ
て
便
利
な
形
で

情

報

を

提

供

し
、

ま

ず

は
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と

が
大
切
。
シ
ス
テ
ム
の
活

用
で

『
地
域
力
』
を
高
め

て
も

ら

え

れ

ば
」

と

話

す
。

回
覧
板
や
特
売
情
報
も

橋
本
　
昌
氏

は
し
も
と

・
ま
さ
る
　
１
９
４
５

年
、茨
城
県
東
海
村
生
ま
れ
。旧
自
治

省
で
消
防
課
長
や
財
政
局
公
営
企
業

第

一
課
長
な
ど
を
務
め
た
後
、
１
９

９
３
年
の
茨
城
県
知
事
選
で
初
当
選

し
、
現
在
５
期
目
。

福
島
県
と
隣
接
す
る
茨
城
県
は
、
国
内
初
の
商
業

用
原
発
が
立
地
す
る
な
ど
原
子
力
先
進
県
と
さ
れ
、

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
で
は
住
民
の
放
射
線
被
ば
く
も
経

験
し
て
い
る
。
福
島
第

一
原
発
事
故
の
影
響
は
深
刻

で
昨
年
二
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て

一
万
三
千
人
も

県
人
口
が
減
少
し
た
。
稼
働
か
ら
二
十
三
年
た
つ
東

海
第
二
原
発
の
存
廃
問
題
も
抱
え
る
橋
本
昌
知
事

に
、
原
子
力
に
対
す
る
考
え
や
県
民
を
守
る
姿
勢
を

聞
い
た
¨

（押
川
恵
理
子
）

は
大
き
か
っ
た
。

「産
業
、
特
に
観
光
が

打
撃
を
受
け
た
。
地
道
に

茨
城
の
安
全
性
を
証
明
し

て
い
く
し
か
な
い
。
食
物

の
安
全
度
を
示
し
、
空
間

の
放
射
線
量
を
し

っ
か
り

測
る
」

―
最
も
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
は
。

「健
康

対

策
が

一
番

だ
。
食
物
か
ら
子
ど
も
た

ち
ま

で
、
除
染
な
ど

で

（放
射
線
の
）
影
響
を
ど

れ
だ
け
小
さ
く
で
き
る

か
。
健
康
調
査
は
方
法
や

対
象
地
域
を
含
め
て
国
が

統

一
的
な
基
準
を
示
す
べ

き
だ
。
現
状
は
母
親
た
ち

の
心
配
を
受
け
、
各
県
が

違
う
方
法

で
行

っ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
疫
学
的
な

や
周
辺
自
治
体
は

―
原
子
力

安
全
協
定
の
拡
大
を
求
め

て
い
る
。

「
再
稼
働
か
廃
炉
か
、

微
妙
な
状
況
に
あ
る
。
国

が
方
針
を
示
し
て
い
な
い

段
階
で
安
全
協
定
を
見
直

す
こ
と
は
、
再
稼
働
の
容

認

と

捉

え

ら
れ

か
ね

な

い
」１

原
発
三
十
♂
圏
内
の

人

口
は
百
万
人
。
防
災
対

囲
圏

国

隔

四

茨
城
県
は
定
期

検
査
中
の
東
海

第
２
原
発

（東

海
村
）
や
高
速
実
験
炉
の

常
陽

（
大
洗
町
）
な
ど
原

子
力
関
連
施
設
を
多
数
抱

え
ヽ

‐８
事
業
所
と
原
子
力

安

全

協

定

を

結

ん

で

い

る
。１

９
９
９
年
に
起
き
た

核
燃
料
加
工
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｏ

（
東
海
村
）
の
臨
界
事
故

で
は
作
業
員
２
人
が
死
亡

し
、
住
民
２
０
７
人
が
被

ば
く
。
以
後
、
県
は
各
施

設
に
原
子
力
専
門
家
を
安

全
調
査
員
と
し
て
配
置
す

る
な
ど
安
全
対
策
に
力
を

東
日
本
大
震
災
で
は
東

海
第
２
原
発
の
外
部
電
源

が
断
た
れ
た
上
に
津
波
で

非
常
用
電
源
３
つ
の
う
ち

１
つ
が
故
障
。
津
波
が
あ

と
７０
多
高
け
れ
ば
全
電
源

喪
失
も
あ

っ
た
と
さ
れ

る
。現

実
味
を
増
す
過
酷
事

故
に
備
え
、
水
戸
市
な
ど

９
市
町
村
は
東
海
第
２
の

再
稼
働
に
意
見
す
る
権
限

な
ど
を
求
め
て
県
に
原
子

力
安
全
協
定
の
枠
組
み
見

直
し
を
要
求
中
。

６６
年
に
運
転
開
始
し
た

日
本
初
の
商
業
用
原
子
炉

の
東
海
第
１
原
発
は
９８
年

に
運
転
を
終
え
、
廃
炉
作

健
康
調
査
基
準
統

一
を

旧
閣
潤
躍
盤
爾
壼
■
■
賀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
の
参
考
に
な
ら
な

策
を
ど
う
進
め
る
。
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